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　菊陽中部小では、人を大切にし、「なかま」としてつながり

合う子どもを育てることを目的として、原則として月１回（第

3木曜日）町中央公民館で、人権講座を開催しています。本年

度は６人の児童が参加。教科の基礎学習を20分程度行った後

に、人権学習を行います。第２回目の講座では、色々な国の人

物や建物、風景の写真を基に、人種、暮らし、文化などが多様

であることを実感し、違いを認め合うことを学びました。

　お互いのつながりをさらに深めたり、将来に対しての希望を

確かなものにしたり、多くのことを学ぶ講座を目指します。

菊陽中部小 人権講座
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　ぼくのお父さん
は、ようとんぎょ
うのしごとをして
います。じいちゃ
んがずっとぶたの
おせわをしていた
から、お父さんも
はじめたそうです。
　しごとは、はじ
めに、朝、ぶたに

えさをあげて、子ぶたのへやをそうじした後に、大き
いぶたのへやをそうじします。これで朝のしごとは
しゅうりょうです。つぎに、夕方のしごとです。夕方
のえさをあげます。つぎの日のえさのじゅんびをして、
見回りをします。これで、一日のしごとはおわりです。
　お父さんは、お肉になるぶたをそだてています。お
肉を「おいしい。」と言われると、うれしいそうです。
でも、大人のぶたは、百キロあるから、力が強くて大
へんだそうです。ぶたはしゃべりません。だから、お
父さんは、ぶたの気もちになって考えます。びょう気
になっていないか、さむくないかなど考えます。
　ぼくは、お父さんのしごとは、ぶたの大切ないのち
を大じにそだてることだと思いました。お父さんは、

「そのいのちをいただくのだから、のこさず食べてほ
しい。」と言ったから、のこさず、いろんな食べもの
を食べています。ぼくは、お父さんのしごとを見て、
ぶたのいのちやみんなのいのちを大切にしてほしいと
思いました。
　お父さんのしごとのことをみんなにはっぴょうした
ら、みんなが思ったことをつたえてくれました。み
んなに、お父さんのぶたのしごとが大へんだ、と分
かってもらえてよかったです。お父さんは、「いのち
があって、それをみんなが食べているんだよ。」と言っ
ていました。生きものの分までさいごまでしっかり生
きていきたいです。

（先生から）文治さんも、お父さんの仕事場に行って、とき
どきえさやりを手つだっているそうです。「いの
ち」を大切にすることについて、お父さんにい
つも聞いていたけれど、仕事について聞き取り
をする中で、お父さんの思いを改めて感じたよ
うです。発表を聞いた子どもたちは、「いただき
ますって、なに」で学習した、「いのち」をいた
だいていることとつなげていました。また、自
分が聞き取った「うちの人のしごと」で感じた
ことと重ねて考えていました。

「お父さんのしごと」 菊陽南小学校　２年　松野　文
ふみ

治
はる

（現在３年生）

南小２年生のなかま（作者は２列目左端）

　菊陽町の小学５年生～中学３年生全児童・生徒2,402人を対象に2019年度に人権学習についての意識調査を
実施しました。設問は①人権学習についてどう思うか②いじめを見たときどうするか③解決したい問題について
④中国など外国からきた人と共に暮らすために学びたいこと⑤部落差別をなくす学習で分かったこと、心に残っ
ていること⑥日頃の学習や人権学
習でどう変わったかの６項目で
す。一部の報告になりますが、設
問①については、右図のグラフの
ように95.2％の子どもたちが人権
学習の大切さを感じています。ま
た、設問⑥（複数回答）では「言葉
や行動のおかしさ、出来事にきづ
くようになった」68.7％、「なか
まとしてのつながりが深まった」
49.6％と回答していました。

人権学習意識調査「2019年度　　　　　　　　　　　」結果より

人権啓発標語 「こせいは、だれもがもっている　自分じゃ気づかない　大切な物」
武蔵ヶ丘北小学校　４年　大堂　花

か

奈
な
（現在５年生）

設問①「人権学習についてどう思うか」
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講師の髙本校長と学んでいる子どもたち


